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J-PARC「匠」での高強度パルス中性子を用いた高圧実験

High Pressure experiments using high-intensity pulsed neutron at "
TAKUMI" in J-PARC
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J-PARCの生命物質科学研究施設（MLF）に建設された工学材料回折装置「匠」は、材料中の応
力ひずみ測定を主目的として制作された中性子粉末回折計であるが、その光学系、試料ステージ
が高圧装置を用いた中性子回折測定に適した構造になっている。我々は、「匠」においてパリエ
ジンバラプレスとパームキュービックアンビルセルによる高圧下での中性子粉末回折実験手法の
確立を目指した開発を行ってきた。これまでの実験で、高圧装置中の微小試料からの回折パター
ンが測定可能であることが確認され、低温高圧下での氷の回折パターンを得ることにも成功して
いる。アンビルや圧力媒体の最適化、ミラーによる集光やバックグランドノイズの低減など多く
の技術開発を進めており、本講演ではこれらの現状を最新の実験結果を交えて報告する。
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